
発表番号 １８                 香川県教育委員会事務局 保健体育課 

～東京２０２０オリ・パラ競技大会後も、レガシーとしてオリ・パラ教育を～ 

１ オリ・パラ教育について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ オリ・パラ教育の充実に向けて（推進校の取組みより） 

（１）単元化 ～「事前学習」－「中心活動」－「事後指導」 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

（２）普段の取組みに、オリ・パラの要素をちょっとプラス 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

  

オリ・パラ教育の「 目 標 」 

Ⅰ．スポーツ志向 スポーツに対する興味・関心の向上 

Ⅱ．ボランティアマインド 
マナーとおもてなしの心を備えたボラン
ティアの育成 

Ⅲ．障害者理解 インクルーシブ（共生）社会の構築 

Ⅳ．日本人としての自覚と誇り 
日本の伝統や世界の文化の理解及び多様
性を尊重する態度の育成 

Ⅴ．豊かな国際感覚 
スポーツ及びオリ・パラの意義や歴史に

関する学び 

 

オリ・パラ教育の「 目 的 」 

スポーツの意義や価値等に対する国民の理

解・関心の向上 

障害者を含めた多くの国民の生涯を通じた

スポーツへの主体的な参画の定着・拡大 

児童生徒をはじめとした若者に対する、こ

れからの社会に求められる資質・能力等の

育成 

 
オリ・パラ教育の「 内 容 」 

オリ・パラについての学び オリ・パラを通じた学び 

・オリ・パラに関する知識 

（歴史、競技種目、意義、特性） 

・選手の体験・エピソード 

・大会を支える仕組み 

・オリンピック・パラリンピックの負の部
分と改善に向けた取組み 

（商業主義やドーピング） 

・スポーツマンシップが、チャレンジや
努力を尊ぶ態度等を学ぶ 

・スポーツをしようとする気運や体を動

かすことへの自発的な関心の向上等 

 

教育課程 

「各教科」「総合的な学習の時間」

「特別活動」の関連を図り、 

オリ・パラ教育を実施 

 

調べ学習（事前学習） 講演 体験（事後指導） 

田中司選手の講演で見たやり投げの

映像を参考に、自分たちでもジャベ

リックボール投げ記録会を行った。 

香川県出身で、やり投げのパラ陸上選

手の田中司選手に、講演をしていただ

いた。 

県教委が発行している「オリ・パラか

わらばん」を活用して、講師について

事前学習を行った。 

※本紙面では、「オリンピック・パラリンピック」を「オリ・パラ」という。 

図書コーナーの設置 常時掲示 学習参観での発信 学校だよりでの発信 

フェアプレイ宣言 
（運動会やクラスマッチ等） 

全校集会でクイズ 関連教科等での活用 

環境設定 保護者への発信 

学校行事等を活用 

I’m POSSIBLE の中の 
クイズを朝の会等で活用 

資料活用の工夫 


